
地
庁
所
司
一
親
し
ま
れ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
一
ォ
電
気
商
組
合
と
協
力
し
て
、
電
一
郡
か
円
豚
の
移
入
は
で
き
ま
せ
ん
一六
村
純
伊
(
す
ム
こ
れ
)
会
が
文

番
所
刷
口
一
読
者
の
意
見
、
要
望
な
ど
を
聞
き
一

気
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
相
談
公
民
一

の
で
関
係
者
は
ど
注
窓
く
だ
さ
い
一
明
十
二
年
(
今
(
'
F

四
七
九
年
前
)

所
開
役
日
制
一
話
合
い
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
一
舘
め
ぐ
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一

(

農

林

課

)

一

日

領

阿

復

の

た

め

京

都

の

伏

見

稲

行
村
市
つ
一
一
今
後
い
ろ
い
ろ
の
会
合
を
開
か
れ

一

市

内

で

は

二

月

十

日

午

前

九

時

三

一

一

帯
神
什
に
奉
拝
し
て
、
そ
的
御
分

発

献

村

所

E
言

合

、

庶
務
課
文
書
広
報
係
へ
一
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
申
央
公

一国

立

神

戸

光

事

八
五
雪
受
け
て
、
現
在
地
に
ま
つ
つ

崎

刷

佃
一
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
係
員
を
さ
一
毘
棺
二
一
月
土
百
午
前
十
時
三
一

明

寮

生

募

集

上
で
程
障
一
た
も
の
で
、
そ
の
後
多
く
の
部
験

長
大
印
定
一
し
む
け
ま
す
の
で
、
ど
協
力
を
お
一十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

一

害

に

よ
る
身
一
あ
ち
た
か
な
実
話
が
伝
え
ら
れ
て

」
1
1
1
1
1
1
1
1
一
願
い
し
ま
す
。
(
庶
務
課
)
一
竹
松
本
町
公
民
舘
を
巡
回
し
、
家
一
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

一
い
あ
。
(
商
工
会
額
所
)

一
?

に

市

で

は

公

害

、

一

1

1

1

1

1

1
i

ー

一
庭
電
気
機
器
の
診
断
や
相
談
、
簡

一で、

あ
ん
ま
、
は
り
灸
の
職
業
教一

一
恥

引

青
年
、
婦
人
団
体
一
盲
児
を
調
査
身
体
障
害
者
一
単
な
修
理

(
程
度
に
よ
り
実
費
を

一育
を
受
け
る
た
め
、
国
す
-
神
一
戸
光
一
…
忍
心
物

一
戸
いお
年
ロ
月
2

一
意
よ
そ
の
他
町
内
等
で
一
福
祉
法
に
基
き
盲
児
の
育
成
理
主
要
レ
ま
す
)
を
無
料
で
行
う
。
一
明
寮
ヘ
入
寮
を
希
望
す
る
人
は
二
一
日
現
金
千
古
百
円
(
干
円
札

一
、

一
.こ

伐

の

各
種
会
合
の
機
一
を
す
る
た
め
皆
様
の
家
庭
に
自
の
一
な
お
、
ラ
ヲ
オ
の
雑
音
防
止
の
相

一
月
十
日
ま
で
福
祉
事
務
所
へ
お
い
一
五
百
円
札
乙
心
ロ
月
7
F
子
供

二
月

一
日
か
ら
は
新
し
い
主
主
と
の
通
帳
は
必
ず
登
録
し
て
い
る
一

財

市

会

に
若
干
の
時
間
一
見
え
な
い
子
供
さ
ん
が
お
ら
れ
た
一
談
に
も
応
じ
ま
す

の

で

ご

利

用

く

一

で

く

だ

さ

い

。

一

オ

ー

バ

ー

若

(ラ
シ
ヤ
酪
紺
、

帳
を
管
つ
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
お
米
屋
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
一
市

ρ

を
さ
い
て
い
た
だ
一
ら
、

二
月
十
日
ま
で
福
祉
事
務
所
す
さ
い。

(
九
電
大
村
営
業
所
)
一

ト
ー

(
福
祉
事
務
所
二
表
茶
色
)
ム
背
腕
時
計
一
個

新
レ
い
主
食
通
帳
は
三
十
四
年
中
一
も
し

通

慢

司

て

:

ぐ
と
き
一

山
き
、
市
の
広
報
業
一へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
(
福
祉
)
一

I
l

i
l
i
-
-

一

十

一
(
オ
リ
エ
ン
ト
)
会
刊
現
金
千

一

ヵ

つ

れ

す

に

つ

い
て
の
懇
談
会
議

i
l
i
-
-
一
豚

の

移

入

禁

止

一言

稲

荷

神

社

の

初

午

祭

一
円
(
千
円
札
一
)
会
日
腕
時
計

使
用
す
る
も
の
で
、
一
月
末
ま
で
一
は
市
民
課

(
F
Z
F所
管
一
い
ま
す
。

一

無

料

で

電

気

機

器

の

診

一

佐

賀

県

に

豚
コ

レ
ラ
一
玖
島
稲
荷

翠

で
は
二
月
五
日
午
一
一
個
(
婦
人
用
小
型
、
長
方
形
)

に
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
お
り
ま
古
出
張
所
)
ペ
問
合
せ
て
く
だ
さ
一
こ
れ
は
皆
さ
ん
に
愛
読
さ
れ
て
い
一
断
や
修
理
叩
・
ロ
日

一
佐
賀
県
唐
津
市
に
一

月
七
日
豚
三
前
十

一
時
か
ら
初
午
祭
を
行
う
。
一
い
ず
れ
も
現
金
は
県
支
金
庫
、
品

す

。

一

い

。

(

市

民
課
)

一
る
本
紙
一
「
大
村
市
政
だ
よ
り
」
を
一
九
州
電
力
大
村
営
業
所
で
は

N
一
レ
ラ
が
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
同
一
同
神
社
は
大
村
神
社
境
内
に
ま
つ

一物
は
大
村
警
察
署
に
保
管

戸
川
一
よ
り
よ
い
広
報
紙
に
し
、
さ
ら
に
一

H
K
長
崎
放
送
局
、
大
村
ラ
ジ
一県
居
津
市
、
東
松
浦
郡、

西
松
浦
一
ら
れ
て
あ
り
、
大
村
蕃
主
十
六
代
一

(
大
村
瞥
察
署
)

叫
毎
年
冬
に
な
る
と
、
寒
気
冷
気
が
直
接
管
に
あ
た
ら
な
い
川
一

rmw九
d
L』
v
h
d
h
d
h
d
L
J比
J
h
d
h
J札
J
L
d
L
JL
M
L
d
h
d
h
d
h
d
L
A
Y町
側
、

d
t
J
R叫
が
h
d
h
d
L
J
L
J
L
J
L
d
h
d
t
l
d

い
で
水
道
管
の
水
が
碩
り
管
よ
う
に
す
る
こ
と
。

山

一

一

業

ま

た

は

第

種
兼
業
農
家
で
あ

一
が
破
裂
す
会
し
管
内
が
原
り
水
が

出

な

い

…

一

自

作

農

維

持

創

設

資

金

の

借

入

一

っ
て、

つ
ぎ
の
用
途
に
供
す
る
場

る
も
の
が
と
き
は
、
給
水
栓
を
開
き
、
ぬ

と

一合
こ
の
み
希
望
に
応
じ
て
貸
出
さ

物

寸

で

で

き

ま

る

ま

湯
柔

管

の
方
へ
向
か
っ
…
一

申

込

を

受

付

:-m
日
ま
で

に

F。

川

禁

一

デ

す

が

、

と

て

少
し
ず
っ
か
け
て
く
だ
さ
い

…

F
農
業
委
員
会
で
は
昭
和
三
十
四
一
ぃ
。

一

(ω自
作
地
購
入
の
資
金
と
す
る

川

'
J
7
2防
ぐ
ム
熱
湯
を
急
激
に
か
け
る
と
、
管

ず

度
の
自
作
農
維
持
創
設
資
金
旦
こ
の
資
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
一
場
合
(
一
号
資
金
)
知
事
の

…

同

冷

た

め

つ

ぎ

の

守

舛

の

膨

脹

に
差
異
を
生
…
す
要
求
の
資
料
に
す
る
た
め
間
資
一
法
の
規
定
に
よ
っ
て
1

ぞ
ろ
と
一
発
行
す
る
売
買
許
可
害
写
を
添

…

湯

吋

の

こ

と

に

し

管

が

破

裂

し

ま
す
か
円
熟
ず
の
借
入
希
望
者
を
つ
ぎ
の
要
領
一
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
引
で
川
用
途
一
付
す
る
。

川

一

山

瀧

ど
協
力
く
湯
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
よ

う

す

調
査
し
て
い
ま
す
・
一
貸
付
条
件
な
ど
に
つ
い
て
ご
す
一
②
小
作
地
購
入
の
資
金
と
す
る

川

静

水
だ
さ
い
。

ど
注
意
く
だ
さ
い

o

t
入
を
希
望
す
る
人
ま
関
係
実
行
石
明
し
ま
す
。

一
場
合

(二
時
資
金
)

右
に
同

ム
管
の
露
ム
漏
水
の
場
合
は
水
道
課
(
惜
三

L

I

-

-

ユ

川
一
組
合
か
ら
農
協
を
経
由
し
て
、
二
一

ム
貸
付
対
象
農
家
は
そ
の
地
方
の
一

L

出
部
を

畑
一
一
一
川
一

五
)
へ
と
連
絡
く

す

十

日

ま

で
(
期
白
厳
守
の
こ
と
)
一
憲
以
下
の
農
家
で
あ
る
こ
と
。
一
⑦
追
尾
相
続
に
よ
る
農
地
の
細

一
市
内
司
ヨ
比
九
三
リ
汗

3
1
…-E委
員
会
へ
申
仏
ん
で
く
だ
さ
一
経
営
規
模
が
平
均
面
積
臥
下
で
専
一
分
化
防
止
の
資
金
と
す
議
合

2月上旬号(第200号〉

2
月
か
ら
は
新
通
帳
て

一
度
は
必
ず
米
屋
さ
ん
へ

り(1雪ZF日号品)大村市政だよ(ー) 昭和 34年2月 1 日
(昭和33年4月22日第三種郎便物認可〉

道

路
舗
装
の
た
め

一
月
三
十
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
大
村
駅
前
か
ら
八
幡
神
社
下
ま
で
諸
車
通
行
止
、
八
幡
神
社
下
か
A
裁
判
所
一
内
側
乃
十
字
路
ま
で
は
片
側
通
行
。

大
上
一
戸
川
金
丸
暗
芯
川
幅
広
掻
工
事
の
た
め
四
月
十
日
ま
で
諸
車
通
行
止

(
一
二
号
資
金
)
:
・
他
の
相
続
人
一
じ
た
負
債
の
返
済
に
充
当
し
ょ

の
同
意
書
巻
添
付
す
る

一
う
と
す
る
場
合
で
、
負
債
証
明

④
病
気
、
負
傷
な
ど
の
医
療
費
一
書
お
よ
び
そ
の
原
因
を
症
す
る

に
充
当
し
よ
う
と
す
る
場
合
一
害
面
を
添
付
す
る

(
四
唇
資
金
)
・
:
医
師
の
診
断
書
一
い
ず
れ
も
二
十
万
円
を
最
高
限
度

お
よ
び
請
求
書
を
添
付
す
る
一
と
し
、
年
利
五
分
、
一
二
年
据
置
ニ

的
災
害
に
よ
る
減
収
の
た
め
の
一
十
年
償
還
。
借
受
の
場
合
保
証
人

再
壁
賃
金
と
す
る
場
合
(
五
号
一
一
一
名
ま
た
は
抵
当
物
件
が
必
要
で

資
金
)
i
市
長
の
発
行
す
る
証
一
す。

明
書
を
添
付
す
る

一そ
の
他
く
わ
し
い
乙
と
は
農
業
蚕

①
負
債
返
済
の
資
金
と
す
る
場
一
員
会
事
務
局
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ

合
(
六
県
資
金
)
i
一
号
か
ら
一
い
。
(
農
業
委
員
会
)

五
号
ま
で
の
理
由
に
よ
っ
て
生
一



大
多
震
で
爆
破
訓
練
第
四
施
設
大
陸
(
竹
松
首位
陣
)
で
は
二
月
一
百
か
ら
七
日
ま
で
(
午
前
八
時
三
十
分
i
午
後
五
時
)
大
多
武
慣
習
場
で
、

四
0
ポ
ン
ド
道
路
岬
跡
事
本
使
用
し
て
静
罫
糾
紛
争
行
う
。

危
険
区
域
は
赤
旗
で
標
示
。
(
庶
務
課
)

(ニ〕

で
し
た
。

(
市
教
委
)

て

式

を

閉

じ

ま

し

た

。

綿

、

大

村

各

一

名

参

加

)

で

優

一

十

六

日

か

ら

十

九

日

ま

で

熊

本

市

一

勇

次

郎

若

人

の

将

来

に

幸

あ

れ

一
ひ
き
つ
づ
き
、
昨
年
喜

重

一

で

と

の

日

午

後

一
時

全

勝
し
た
の
で
二
一
月
一
皇
宮
崎
一
ム
出
品
家
畜
の
種
類
と
出
品
点
数
ム
古
雑
誌
五

O
冊

醸

議

集

希
望
に
燃
え
て
大
人
の
社
会
ヘ
一
軒
町
民
町
長
時
一
諒
語
表
一
抗
日
日
告
訪
問
一
時
計
刊
誌
詰
一
日
一
一
記
号
誤

こ
と
し
新
し
く
社
会
人
と
し
て
巣
一
が
雲
列
、
府
君
が
代
。
合
唱
、
朝
一
同
氏
と
一
瀬
教
育
長
の
対
談
が
行
一

践

活

八

名

に

よ

り

「

新

有

一

ま

し

た

。

一

墨

一一、
め
ん
羊
四
、
山
主
一
一
、
種
一
手
踊
想
幼
稚
園
児
五
O
名

目
辺
諸
説
盟
諸
吉
野
計
約
百
五
時
持
品
一
矧
創
立
↓
日
間
げ
一hh
U

寸
話
料
開
山
崎
五
百
五
肉
牛三五一
一一ム討抗日箱田町内一区沢

十
分
か
ら
申
央
公
民
舘
で
盛
大
に
一
市
議
会
妻
、
高
松
、
田
添
両
県
一
村
高
校
、
竹
松
青
年
学
級
「
竹
笛
一
て
会
明
選
挙
推
進
新
有
権
者
弁
論

一括
」
「
白
鳥
の
湖
」
が
上
映
さ
れ
一

ム
そ

の

他

一

の

井

正

行
わ
れ
ま
レ
た
。

一議
か
ら
お
祝
い
と
震
の
乙
と
ば
一
の
会
」
実
小
学
校
婦
人
学
級
の
十
六
村
市
予
選
が
行
わ
れ
、
つ
ぎ
の

一ま
レ
た
。
(
市
選
挙
管
理
委
員
会
)
一
①
今
回
か
ら
第
八
都
と
し
て
肉
牛
一
ム
一
一
干
円
萱
第
人
会
長
原
口
外

と
の
日
式
場
に
は
郷
土
出
身
の
一
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
・

一
コ
ー
ラ
ス
、
中
央
公
民
舘
提
琴
グ
一
一
一
一
名
が
入
賞
し
ま
し
た
・

一

一

を

入

れ

る

こ

と

と

な

り

、

肉

牛

は

一

ム

三

百

円

久

原

婦

人

会

長
間
半
太
郎
開
士
ら
偉
人
、
諸
先
一
乙
の
あ
と
成
人
男
子
袋
井
手
一
ル
l
プ
の
演
奏
が
あ
り
盛
会
に
記
一
一
位
猪
股
富
士
雄
(
竹
松
地
区
)
一
九
州
連
合
畜
産
共
進
一
黒
毛
和
種
、

褐
毛
和
種
と
し
て
、

一
ム
男
子
用
シ
ャ
ツ
九
枚
、
女
子
用

車
の
震
が
掲
げ
ら
れ
た
な
か
に
一
芸
(
松
並
町
)
女
子
代
表
相
田
一
念
音
楽
会
嘉
り
ま
し
た
。
了
一
倍
野
勉
(
大
村
航
空
隊
)
一
会
は
十
月
に
開
催

一無
肉
牛
を
除
き
二
十
カ
月
以
上
の
一
シ
ャ
ツ
二
四
枚
長
崎
県
知
事

喜
び
に
溢
れ
る
胸
を
と
き
め
か
せ
石
撃
さ
ん
(
璽
一
一
揖
町
)
か
土
音
楽
会
の
あ
と
成
人
者
代
表
に
よ
一
一
一
一
位
裏
書
(
西
大
村
地
区
二
九
州
連
合
畜
産
共
進
会
が
つ
ぎ
の
一
雌
ま
た
は
去
勢
と
す
る
。
一
夫
人

希
望
燃
え
る
若
人
、
八
百
余
名
一

。
成
人
と
レ
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
一
る
桜
の
記
念
植
樹
が
大
村
公
園
で
一
第
一
位
の
猪
股
君
は
二
十
四
日

一と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
一
応
一
⑦
種
馬
は
農

雲

Z驚
に
改
一

ム
千
円

積
霊
地
区
民
生
委
員
宮

と
県
知
事
代
理
大
村
保
健
所
長
、
一

に
し
教
養
の
向
上
に
君
、
世
界
一
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

午
後
二
時
か
ら
申
央
公
民
舘
で
一
決
定
し
た
の
で
関
係
者
は
準
備
し
一
め
、
出
品
芸
員
一
一
才
以
上
明
一
崎
清
市

森
市
議
会
議
昼
、
地
元
県
議
、
市
一
一
件
和
、
民
主
社
会
の
建
設
に
遁
進
一
な
お
市
内
の
成
人
者
は
干
百
二

一

符
わ
れ
た
大
村
東
彼
地
区
予
選

一
て
く
だ
さ
い
。

一四
才
以
内
に

改

め

る

一

ム

密

柑

一

箱

大
村
市
立
病
院
足

内
各
官
公
庁
代
表
ら
の
来
賓
多
数
一
し
た
い

o
と
力
強
い
答
辞
が
あ
っ
一
十
名
(
男
六
六
七
名
女
四
五
三
名
)
一
会
(
彼
杵
、
川
棚
、
波
佐
見
、
千

一ム
開
催
期
同
・
場
所
本
年
十
月
一
@
出
品
家
畜
以
い
ず
れ
も
九
州
産
一
立
、
山
口
、
在
百
木
婦
長

H
H

・HH
H
H
H
l

一
に
限
る
。
(
農
林
諜
)
一
ム
三
千
二
百
円
歳
未
た
す
け
合

襲

撃

宅
地
や
工
場
敷
地
そ
の
他
一
知
事
あ
て
申
請
書
巷
提
出
す
る
。
一
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
書
に
意
見
書
一
呼
出
し
を
受
け
た
り
、
始
末
書
の
一
く
だ
さ
い
。

一 •• 

e
:

:

ι

。

一

い
募
金

耕
作
地
支
に
使
用
す
る
た
め
つ

7
の
場
合
申
書
の
ほ
か
に
隣
に
一
を
添
え
て
知
事
あ
て
提
出
し
て
許
王
室
求
め
ら
れ
た
り
し
た
む
一
無
許
可
の
ま
ま
建
築
し
た
よ
う
な
一
敬
老
院
へ
慰
問
一
ム
菓
子
三
九
袋
片
町
婦
人
会
貞

ぶ
す
場
合
は
、
事
前
に
知
事
の
許
一
土
地
を
持
っ
て
い
る
人
の
同
意
書
一
可
を
受
け
る
た
め
、
毎
月
農
地
部
一
あ
り
ま
す
の
で
、
と
の
よ
う
な
乙
一
場
合
は
建
築
主
に
大
き
な
迷
惑
を
一
(
三
十
三
年
十
月
一
日

i
十
二
月
一
松
ト
シ
外
四
名

可
を
受
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
建
物
な
ど
の
設
計
図
、
現
地
写
真
芸
を
開
催
し
、
一
件
毎
に
審
議
と
と
の
な
い
よ

2く
に
ご
注
意
願
一
掛
け
る
結
果
と
な
り
ま
す
の
で
十
了
二
十
一
日
長
露
)
一
ム
沌
種
寄
贈
諌
早
農
工
生
徒
栗

住
宅
、
倉
庫
、
工
場
を
作
る
場
合
、
一
な
ど
を
添
え
二
部
提
出
す
る
・
一
て
お
り
ま
す
。
一
い
た
い
も
の
で
す
。
一
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
一
ム
古
雑
誌
四
二
冊
大
村
部
隊
一
山
石
塚
外
四
名
(
三
時
間
奉
仕

ま
た
は
た
と
え
ば
作
業
場
な
ど

ω
一
人
の
土
地
雲
間
受
げ
て
転
用
す
る
一
そ
れ
で
転
用
し
た
い
と
思
う
人
は
一
な
お
建
築
業
者
の
方
々
に
お
願
い
一
不
審
の
点
な
ど
あ
り
ま
レ
た
な
ら
一

A
荒
城
の
月
ほ
か
楕
奏
大
村
部
一
作
業
)

施
設
を
す
る
場
合
、
自
分

の

土

地

一

場

合

は

、

謹

し

て

お

き

ま
す
が
一
ば
農
業
蚕
員
に
相
談

さ

れ

る

な

り

一

隊

音

楽

隊

一

ム

み

か

ん

コ

責

桜

馬

場

窓

次

を
自
分
で
利
用
す
る
場
合
ゃ
、
人
五
人
と
霊
知
事
の
許
可
で
農
地
転
用
建
築
主
に
依
頼
さ
?
安
員
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
一
ム
一
万
円
杭
出
津
郷
八
二
九
大
一
ム
み
か
ん
一
箱
、
餅
又

O
個

の
土
地
裏
受

け

て

利

用

す

る

場

一

人

と

の

連

名

れ

た

場

合

、
敷
地
玄
な
り
し
て
、
半
分
納
得
の
上
で
一
塚
禎
男
(
亡

父

啓

言

語

に

ニ

札

ノ
町
高
松
玄
治

合
で
も
同
じ
よ
う
に
許
可

が

必

要

一

で

知

事

あ

て

自

分

の

土

地

で

も

勝

手

に

で

き

な

い

が
農
地
で
あ
っ
た
一
仕
事
に
取
掛
る
よ
う
に
し
て
く
だ
一
ム
三
曲
合
奏
、
日
本
舞
踊
生
田
流一

ム
み
か
ん
二
箱
原
口
一
町
内
田

で
す
。

一
申
請
す
る
と
と
と
な
り
ま
す
。
一
ま
ず
地
元
農
業
委
員
に
相
談
し
て
一
な
ら
ば
転
用
許
可
を
受
け
て
い
る
一
さ
い
。
(
農
業
委
員
会
)
一
室
飯
盛
キ
ミ、

郡
山
流
尺
八
一
一

E
K
j

i

そ
乙
で
許
可
申
請
の
手
続
き
方
法
一
乙
の
場
合
前
記
添
付
書
類
の
ほ
か
一
よ
く
説
明
を
聞
い
て
間
違
い
の
な
一
か
と
っ
か
確
め
て
く
だ
さ
い
。
一

(第2DO守〉り(昭和鯉AZJA同便物認可)h宮古品弘)大村市政だよ

農
家
の
皆
さ
ん

余
っ
た
米
は
ヤ
ミ
に

流
さ
ず
、
農
協
へ


